
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 22 年 5 月 24 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究代表者の専門分野：社会福祉学、プログラム評価学 
科研費の分科・細目：社会学・社会福祉学 
キーワード：プログラム評価､プログラム理論､社会福祉実践プログラム、福祉アウトカム指標、
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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、1980 年代以降アメリカを

中心として、理論的にも実践的にも急速に発

展して来たプログラム評価の理論と方法論

を用いて、新しく導入されつつある日本の社

会福祉実践プログラムを、科学的根拠に基づ

く効果的なプログラムモデルとして構築す

るためのアプローチ法を開発・定式化し、社

会福祉実践プログラムに関わる関係者間で

共有することにある。 
 そのために、高齢者福祉領域、児童・思春

期福祉領域、障害者福祉領域、精神保健福祉

領域の新しい実践プログラム開発に関わる

関係者が合同の研究会を組織し、集中的な議

論を重ねながら、各領域の社会福祉実践プロ

グラムにプログラム評価の理論と方法論を

適用して、それらが、より効果的なプログラ

ムに発展するためのアプローチ法を検討し、

関係者間で共有する。その上で、それぞれの

領域で重要な位置づけを持ついくつかの新

しいプログラムを取り上げ、検討したアプロ

ーチ法を適用して、より優れた効果を持つプ

ログラムに発展する可能性を検証する。この

検証結果を踏まえて、日本の社会福祉実践プ

ログラム領域に適合的で、より効果の上がる

プログラムモデルの開発・構築に有効なアプ

ローチ法を提案し、社会福祉学関係者間にお

ける合意形成に資することを目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
 高齢者福祉、児童・思春期福祉、障害者福

祉、精神保健福祉領域の新しい実践プログラ

ム開発に関わる関係者が合同の研究会を組

織し、これまで 20 回以上にわたり集中的な

議論を重ねながら、各領域の社会福祉実践プ

ログラムにプログラム評価の理論と方法論

を適用して、それらがより効果的なプログラ

ムに発展するためのアプローチ法を検討し、

関係者間で共有して来た。 
 研究プロセスの第Ⅰ～Ⅲステージ、すなわ

ちⅠ）効果的モデル構築のためのアプローチ

法検討と合意形成、Ⅱ）予備的プログラム評

価調査の実施、Ⅲ）暫定効果モデルの構築に

ついては昨年度までに研究され、それらが実

施できたプログラム評価班においては、第Ⅳ

ステージであるⅣ）全国プログラム評価調査

を実施した。 
 全国プログラム評価調査に参加する施設

をプログラムごとに全国から選定し、暫定効

果モデルに基づくプログラムを実施し、アウ

トカム評価とプロセス評価・フィデリティ評

価を行った。参加施設の担当者には第Ⅲステ

ージで作成した実施ガイドライン・マニュア

ルに基づいて研修会が開催され、プロセス評

価・フィデリティ評価の施設調査も研究協力

者である大学院生が施設・活動を訪問して、

観察やヒヤリングに基づいて行った。 
 障害者福祉領域における就労移行支援事

業と精神保健福祉領域における退院促進支

援事業が先行して進められ、各プログラム評

価のモデルケースとなっている。 
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３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 研究計画書に沿いながら、研究を進めてい

る。各領域のプログラム評価の進行に若干の

バラツキはあるものの、福祉プログラム評価

法アプローチの開発という課題について検

討する上では大きな支障はない。 
 
４．今後の研究の推進方策 

今年度は、本研究の最終年度であり、社会

福祉実践プログラムモデル構築のためのア

プローチ法を検討し、その方法を提案するた

めの作業を進めている。 
現在、社会福祉実践プログラムモデル構築

のためのアプローチ法をまとめるための枠

組みがほぼ整理され、たたき台となる原案を

作成中である。 
この原案に基づいて、６月下旬以降、プロ

グラム評価の理論と方法論に通暁した有識

者（社会福祉領域、公衆衛生領域、プログラ

ム評価領域の研究者等）に、作成したアプロ

ーチ法を提示して意見を求めていく。また、

アメリカ、中国、韓国から、対人サービスの

プログラム評価の専門家を招へいし、作成し

たアプローチ法に対する意見を求めるとと

もに、国際セミナーを開催して関係者とこの

アプローチ法の有効性について幅広く議論

する。本研究で確立した「効果的な社会福祉

実践プログラムモデル構築のためのアプロ

ーチ法」について、実施の指針となるガイド

ラインと、モデル構築のための諸様式をまと

めたガイドブックを作成し、印刷・製本して

配布する。 
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